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評価方法の見直し
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■評価方法の見直しについて

＜県議会意見（要旨）＞
• 基本目標３の評価案は「順調に進んでいます」とのことだが、
数値目標「希望出生率の実現」の実績値である合計特殊出生率
が低下し続けている中で、順調に進んでいるといえるのか。

• 合計特殊出生率の本県の状況からしても、基本目標３の「順調
に進んでいます」との評価を見直すべき

＜地方創生推進会議意見（要旨）＞
• KPIの進捗状況を踏まえて「順調に進んでいる」という二次評
価案を評価部会で決定したが、数値目標が目標値から乖離を続
ける中で評価に違和感を持たれるのもやむを得ない

• 基本目標３のほとんどの小柱でKPIが順調に達成しているにも
関わらず合計特殊出生率が下がっていることが根本的な課題で
あり、次年度以降の一次評価のあり方の再検討が必要

昨年度の一次評価における問題点

2025年度評価においてはより定性的な要素を踏まえた一次評価の方法を検討

 ＫＰＩ達成率を基にした進捗状況について、「順調に進んでいます」と区分する際の基準を「小柱のＫＰＩ達成率
の平均値が90％以上」としており、2024年度評価におけるＫＰＩ進捗状況を加味すると、「順調に進んでいます」
と区分される小柱が約８割であり、評価に偏りが生じている。

 主な取組ごとに取組結果と今後の取組に向けた課題と方向性を記載することで定性的な評価要素をカバーしている
が、ＫＰＩ達成率を基にした進捗状況を４段階の区分で示していることから、定量的な評価要素が強調されてしま
う。

１ 昨年度の議論の振り返り
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■見直しの方向性

 「総合分析」として、ＫＰＩの進捗状況だけではなく、主な
取組の取組結果等の定性的な要素も踏まえた、４段階評価を
実施するものとする。

■具体的な方法

 ４段階評価の区分については、ＫＰＩ達成率の平均値をもと
にした評価区分をベースとするが、主な取組の取組結果等を
踏まえ、原則、上下１段階の変更を可能とする。
※特に４段階評価の区分を変更する場合は、取組結果に記載
のアウトプット指標なども踏まえて、評価報告書の記載事
項をもとに４段階評価の根拠を示す。

<様式の変更点>
• 小柱ごとの評価の末尾に「総合分析」として

①４段階評価
②４段階評価の根拠
を記載（右記評価報告書イメージの赤点線囲い部分）

• 基本目標ごとに各小柱の一次評価や数値目標の達成状
況を俯瞰して把握できるよう概要版資料を作成
⇒資料３「第３期神奈川県まち・ひと・しごと創生総合戦略

2025年度評価報告書概要版（素案）」

※上記は説明用に作成したもので、実際の内容とは異なります。

▼評価報告書イメージ

２ 一次評価の見直し内容
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一次評価（評価方法の見直しあり） 二次評価（昨年度から変更なし）
評価主体 県事業部局 地方創生推進会議

評価単位 小柱ごと 基本目標（大柱）ごと

評価項目

主な取組ごとの具体的な取組結果
取組結果
今後の取組に向けた課題と方向性

ＫＰＩ進捗状況
ＫＰＩ実績値
ＫＰＩ達成率の平均値

総合分析
４段階評価
４段階評価の根拠

 ４段階評価
小柱ごとの一次評価や数値目標の達成状況、施策の
進捗状況から総合的に判断
（定性的な評価）

 今後の取組に向けた意見

評価報告書
への反映

 小柱ごとに
①主な取組ごとの具体的な取組結果
②ＫＰＩ達成状況
③総合分析（４段階評価とその根拠）
を掲載

 基本目標ごとに４段階評価と今後の取
組に向けた意見を掲載

 2025年度全体の所見や評価を「神奈川
県地方創生推進会議の評価」に掲載

地方創生推進会議（本日の会議）で
ご議論いただく内容

評価報告書（素案）で
お示ししている内容

３ 一次評価と二次評価の実施方法まとめ

（参考）
黄色マーカーの箇所は、一次評価の見直し内容を反映させた箇所となります。
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2025年度評価の実施方法
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４ 今回の評価対象期間

• 第３期総合戦略の計画期間（2024年度～2027年度）のうち、2025年度までの取組
が完了

• 今回（令和８年度）は、2025年度（令和７年度）の取組結果について評価を実施

第３期総合戦略（計画期間：2024年度～2027年度） 次期総合戦略（2028年度～）

評価実施済み

令和８年度評価実施対象 第３期戦略の残り期間は２か年度
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■４段階評価
 県による一次評価の結果を踏まえながら、基本目標ごとの評価指標（数値目標）の達成状況や基本
目標全体に対する施策の進捗状況を総合的に評価（定性的な評価）して４段階評価を実施

評価の区分 評価の考え方

順調に進んでいます 基本目標達成に向けた取組の進捗状況が順調であると判断できる場合

概ね順調に進んでいます 基本目標達成に向けた取組の進捗状況が概ね順調であると判断できる場合

やや遅れています 基本目標達成に向けた取組の進捗状況がやや遅れていると判断できる場合

遅れています 基本目標達成に向けた取組の進捗状況が遅れていると判断できる場合

＜４段階評価の区分＞

 ４段階評価に加え、基本目標の達成に向けて、今後の県の取組（今後も進めていくべき取組や改善
が必要な取組など）に関する議論

 総合戦略全体（今後も継続していくべき取組の視点や現在の総合戦略に不足している視点など）に
関する議論

■今後の取組に向けての議論

５ 具体的な二次評価の方法（本日のご議論の視点）
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【参考】施策体系（ロジックモデル）と一次評価・二次評価の関係

《基本目標・数値目標》
⇒総合戦略全体の進捗状況を把握

全体的な視点で不足する施策などを
把握

《小柱・主な取組・ＫＰＩ》
⇒事業の取組結果のふりかえり・評価

事業部局による一次評価

【施策体系（ロジックモデル）】 【評価の視点】

地方創生推進会議による二次評価

個々の具体的な取組の課題などを客
観的に把握

二次評価の参考
評価の妥当性
・客観性の担保
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【参考】第３期総合戦略2025年度評価報告書 全体構成

■2025年度評価報告書（素案）
１ 評価の概要

• 神奈川県まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要

• 評価方法

• 凡例

２ 具体的な施策の評価

• 神奈川県地方創生推進会議の評価

• 基本目標ごとの評価

• 小柱ごとの評価

３ 地方創生に関する市町村との連携推進

一次評価・二次評価は
左記３か所に反映

全体構成は、2024年度評価報告書からの変更はなし
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＜記載方針＞
評価部会や地方創生推進会議での総合戦略全体の進捗状況に係る評価（二次評価）や意見を記載

■記載内容
神奈川県地方創生推進会議の評価

• 総合戦略推進評価部会、第１回地方創生推進会議における総合戦
略全体の進捗状況に係る評価や意見を記載

▼報告書イメージ
（2024年度評価報告書抜粋）

【参考】 神奈川県地方創生推進会議の評価」記載イメージ【素案P.10】

■2024年度評価報告書からの変更点
（2024年度評価報告書から変更なし）

本日ご議論いただく
内容①
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基本目標ごとに、地方創生推進会議による二次評価の結果と数値目標の達成状況をまとめる

■記載内容
 基本目標と基本目標のねらい

• 第３期評価報告書から転記

 基本目標の体系図
• 中柱・小柱の体系図（概要版から転記）

 神奈川県地方創生推進会議による二次評価
• 総合戦略推進評価部会及び第１回地方創生推進会議の議論

をまとめ、次の内容を記載
 ４段階評価
 ４段階評価の理由（評価根拠）
 今後の取組に向けた意見

 数値目標と2025年度までの実績値
• 数値目標の目標値・実績値と実績値推移のグラフ

【参考】 「基本目標ごとの評価」記載イメージ【素案P.12】

基本目標１ 神奈川の成長力を生かして魅力的なしごとを産み出

し、一人ひとりが生き生きと働ける社会を創る 
 

ねらい＞＞ 神奈川の成長力を生かした神奈川らしい成長産業の創出などに取り組むこ
とにより、県内に魅力的なしごとの場をつくり、安定した雇用を生み出し、
多様な人材が活躍して、多様で柔軟な働き方で一人ひとりが生き生きと働く
ことができる社会の実現をめざします。 

体系図＞＞ 

 
 

神奈川県地方創生推進会議による二次評価 

【評価】概ね順調に進んでいます 
○ …といったところは優れています。 
○ …といったところは、…と判断できることから、概ね順調に進んでいると評価します。 

【今後の取組に向けた意見】 
○ …といったところは、…と思われます。 
○ …は、必要な取組と思われますので、引き続き…しながら、取り組むことが必要です。 
○ …について、今後、…とする必要があります。 

 

本日ご議論いただく
内容②

ア

イ

ウ

エ

▼報告書イメージ
（記載内容はサンプルであり実際のものと異なります。）

ア

イ

ウ

エ

■2024年度評価報告書からの変更点
（2024年度評価報告書から変更なし）
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■ＫＰＩ達成率の平均値をもとにした評価区分の判断基準

※ＫＰＩ達成率が100.0％以上の場合は100.0％、マイナスの値の場合は0.0％として計算

• 判断基準などは「新かながわグランドデザイン 評価報告書2025」に準拠し、次のとおり設定
４段階の区分 判断基準

順調に進んでいます 小柱のＫＰＩ達成率の平均値が90％以上
概ね順調に進んでいます 小柱のＫＰＩ達成率の平均値が75％以上、90％未満
やや遅れています 小柱のＫＰＩ達成率の平均値が60％以上、75％未満
遅れています 小柱のＫＰＩ達成率の平均値が60％未満

＜ＫＰＩ達成率の平均値の求め方＞

ＫＰＩ達成率の平均値＝（[各ＫＰＩの達成率の和]÷[達成率を算出したＫＰＩ数]）×100

＜ＫＰＩ達成率の求め方＞
①ＫＰＩの数値設定が〔単年度〕
評価年度の目標値に対する実績値の割合
達成率＝（[実績値]÷[目標値]）×100

②ＫＰＩの数値設定が〔累計〕〔総計〕
評価対象年度中の増加分（変化率）をもとに算出
達成率＝（[実績値]－ [基準年度の実績値]）÷（[目標値]－[基準年度の目標値]）×100

③削減方向に目標値を設定しているＫＰＩ
ア 目標値に０が設定
現状値からの削減量をもとに算出

達成率＝（[基準値]－ [実績値]） ÷（[基準値]－[目標値]）×100

イ 目標値に０が設定されていない
評価年度の実績値に対する目標値の割合

達成率＝（[目標値]÷[実績値]）×100

【参考】ＫＰＩ達成率の平均値をもとにした評価区分の判断基準
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